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－医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。－ 

適 正 使 用 の お 願 い 
 

 
 
 

劇薬 

処方せん医薬品注） 

 

 

 

注）注意－医師等の処方せんにより使用すること 
 

《接種後の注意点》 
 

・ 失神に備えて、接種後の移動の際には医療従事者あるいは保護者等が腕を持

つなどして付き添うようにしてください。 

・ 失神し前方に倒れる例も報告されているため、接種後 30 分程度は体重を預

けられるような場所で、なるべく立ち上がることを避けて待機していただく

ようご指導をお願いいたします。 

 

本剤接種後に失神した症例の中には、転倒により外傷を負った症例が含まれており、歯の破

損、欠損に至った症例もありました。本剤の接種に際しては、上記接種後の注意点をご確認

いただき、失神による転倒を回避する対策を実施していただくようお願い申し上げます。 

本剤接種後の失神により転倒し外傷を負った事例は、立っていたり、移動のため立ち上がっ

たり、あるいは背もたれや肘掛け等がない待合室の長椅子や診察室の丸椅子等で待機させた

場合に起こっております。また、背もたれがあっても前方に倒れこむ形で転倒し、外傷を負

った症例も報告されております。 

《失神について》 

・本剤接種後に失神した例では、接種直後あるいは 5 分以内での発現が 8 割を占めます。 

・また、予防接種後の失神について、一般的に以下のようなことが知られております。 

  －機序：痛み、恐怖、興奮などに引き続く血管迷走神経反射が原因といわれています 1)。 

－好発年齢：10 歳代での発現が過半数を占めます 2)。 

－注意すべき対象：注射への恐怖心が強い人等があげられます 1)。 

－処置：下肢を軽く挙上し安静臥床させる。必要に応じて輸液や酸素投与を行う 1)。 
 

                                   1) 日本小児科学会予防接種感染対策委員会声明：予防接種後の失神に対する注意点ついて（2010 年 9 月） 
                                   2) CDC. Syncope after vaccination—United States, January 2005-July 2007. MMWR Morb Mortal Rep 2008;57:457-460. 

 

次ページに、接種後の失神に対する注意についての指導箋をご案内しておりますので、ご参

照ください。 
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指導箋『子宮頸がん予防ワクチンを受けた後の失神に対する注意について』 

のご使用方法 

 

1. 接種前 

被接種者様に対して、接種後 30 分程度は体重を預けられるような場所で、なるべく

立ち上がることを避けて待機していただくようご指導ください。 

2. 接種時 

被接種者様のお名前、接種時刻、30 分間安静の目安時刻をご記入いただき、本指導

箋を被接種者様にお渡しください。 

3. 接種後 

診察室から移動する際には、転倒しないよう医療従事者あるいは保護者等が腕を持つ

などして付き添うようにご配慮ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導箋（1冊 50 枚入）をご希望の方は、弊社医薬情報担当者までご連絡ください。 
 

本剤接種後の失神症例をご経験された場合には、速やかに弊社医薬情報担当者までご連

絡いただくとともに、詳細な調査へのご協力をお願い申し上げます。 
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